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応
援
し
ま
す

地
域
の
リ
サ
イ
ク
ル

空き 缶プレス機など
無料で貸し出します

ふ
だ
ん
私
た
ち
が
何
気
な
く
捨
て
て
い
る
ゴ
ミ
。
こ
の
中
に
は
、
資
源
と
し
て
再

利
用
で
き
る
も
の
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
資
源
を
い
か
に
有
効
利
用

す
る
か
、
区
で
は
、
数
々
の
対
策
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
今
回
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
集
団
回
収
を
行
う
町
会
や
自
治
会
を
母
体
と
し
た
再
利
用
団
体
へ
、
空
き
缶
プ

レ
ス
機
と
プ
レ
ハ
ブ
倉
庫
の
貸
し
出
し
を
行
い
、
地
域
活
助
の
支
援
を
し
ま
す
。

区
で
は

、
集
団
回
収
を
行
っ

て
い
る
町
会
・
自
治
会
ま
た

は
、
行
う
予
定
の
あ
る
町
会
・

自
治
会
に

、
空
き
缶
プ
レ
ス
機

と
資
源
化
物
の
一
時
保
管
用
倉

庫
(
プ
レ
(

ブ
)
を

、
無
料
で
貸

し
出
し
ま
す
。

対
象

□
空
き
缶
プ
レ
ス
機

▽
現
在

、
空
き
缶
回
収
を
行
っ

て
い
る
町
会
・
自
治
会

▽
今
後

、
空
き
缶
回
収
を
行
う

予
定
が
あ
る
町
会
・
自
治
会

□
保
管
用
倉
庫
(

プ
レ
ハ
ブ
)

▽
現
在

、
集
団
回
収
を
行
っ
て

い
る
が
資
源
化
物
の
保
管
場

所
の
な
い
町
会
・
自
治
会

▽
今
後

、
集
団
回
収
を
行
う
予

定
が
あ
る
町
会
・
自
治
会

※
以
上
の
よ
う
な
条
件
で

。
川

世
帯
以
上
を
有
す
る
町
会
・
自

治
会
に
貸
し
出
し
ま
す
。ま
た
、
1
0
0

世
帯
に
満
た
な
い
場
合
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

貸
し
出
し
物
品
お
よ
び
数
量

□
空
き
缶
プ
レ
ス
機

▽
電
動

、
自
動
選
別
機
能
(
ス

チ
ー
ル
、
ア
ル
ミ
)
付
き
、

大
量
投
入
型
(
電
源
1
0
0
W要)

▽
貸
し
出
し
数
量
5
0
台

□
保
管
用
倉
庫
(
プ
レ
ハ
ブ
)

▽
床
面
積

約
6
㎡
程
度

▽
貸
し
出
し
数
量
5
0
棟

柬
設
置
場
所
が
確
保
で
き
る
町

会
・
自
治
会
に
限
り
ま
す
。

注
意
事
項

▽
申
し
込
み
の
あ
っ
た
町
会
・

自
治
会
に
は
、選
考
の
資
料

と
す
る
た
め
、活
動
状
況
等

の
調
査
票
を
送
付
し
ま
す
。

▽
集
団
回
収
を
や
め
た
場
合
は

貸
し
出
し
物
品
は
返
却
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
方
法

(
ガ
キ
に
、町
会

・
自
治
会
名
、代
表
者
の
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、希

望
す
る
物
品
名
(
両
方
希
望

も
可
)
を
明
記

申
込
期
限

H
月
2
5日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

〒
1
2
0中央
本
町
1
-
1
7
-
1
 

‘`
(
3
8
8
0
)
5
1
9
9

地 域 の リ サ イ ク ル 活 動 も

ま す ます 活発 に な って き ました
貸 し出 し用空 き 缶プ レス 機 も活 躍中で す

貸し 出し 用 のプ レ ハブ と同 型の 倉 庫

地域のリサ イクル

第3 回　舎人団地ガレージセール

出店者を募集

資
源
の
保
護
や
ゴ
ミ
の
減

量
、地
域
の
活
性
化
な
ど
を

目
的
に
、舎
人
団
地
自
治
会

で
は
以
前
か
ら
積
極
的
に
リ

サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

そ
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
一
環

と
し
て
、ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

を
閧
催
し
ま
す
。

日
時

U
月
1
0日
(
日
)
、午

前
9
時
~
午
後
3
時

場
所

舎
人
団
地
内
中
央
公

園
(
舎
人
六
丁
目
)

後
援

足
立
区

出
店
申
込
・
問
合
せ
先

入

野
宇
市

登
(
3
8
5
5
)
1
7
5
3

東
京
都
・
特
別
区
駐
車
場
整
備
基
金

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

東
京
2
3区
内
に
、
駐
車
場

を
建
設
す
る
方
へ
、
建
設
に

必
要
な
資
金
の
融
資
あ
っ
せ

ん
お
よ
び
利
子
補
給
を
す
る

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。こ
の
制
度
は
、民
間
で

の
畦
車
場
建
設
を
促
進
し
、

道
路
交
通
の
円
滑
化
と
都
市

機
能
お
よ
び
都
市
環
境
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
制
度
で
す
。

□
融
資
あ
っ
せ
ん

対
象
者

東
京
2
3区
内
で
駐

市
場
を
整
備
し
、継
続
し

て
事
業
を
営
む
方
で
、
確

実
な
事
業
計
画
お
よ
び
返

済
能
力
を
有
す
る
方

対
象
駐
車
場

原
則
と
し

て

、
罰
㎡
以
上
、
ま
た
は

2
0台
以
上
駐
車
で
き
る
規

獏
の

、
一
般
公
共
用
駐
車

場
(

月
極
駐
車

場
を
含

む
)

。ま
た

、附
置
義
務
駐

車
場
に
つ
い
て
は

、
附
置

義
務
畦
車
場
以
外
の
部
分

が
3
0
0㎡
以
上

。
ま
た
は
、

2
0台
以
上
の
規
模
が
あ
る

も
の

貸
付
利
率

年
4
.
0
%

貸
付
期
間

1
5年
以
内
(

据

置
期
間
1

年
を
含
む
)

貸
付
対
象
費
用

標
準
工
事

費
(
用
地
取
得
費
を
除
く
)

貸
付
限
度
額

1
台
に
つ
き

5
0
0万

円

以

内
。た
だ
し

、

道
路
等
の
地

下
を
利
用
す

る
場
合
は
1
 

台
に
つ
き
1
 

千
万
円
以
内

※
融
資
を
受
け

る
方
は
、
金
融

機
関
の
求
め
る

担
保
等
を
提
供

す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

□
利
子
補
給

対
象
駐
車
場

融
資
あ
っ
せ
ん
を
受
け
た

駐
車
場
の
う
ち
、駐
車
場

整
備
地
区
内
お
よ
び
そ
れ

に
準
ず
る
地
区
内
の
駐
車

場
で
、5
分
の
3
以
上
が

時
間
貸
し
の
駐
車
場

補
給
率

年
1
.
0
%
(
た
だ
し
、

道
路
等
の
地
下
を
利
用
す

る
都
市
計
画
駐
車
場
は
.

年
2
.
0
%
)

補
給
期
間

5
年

補
給
対
象

融
資
あ
っ
せ
ん

の
範
囲
内

□
申
込
必
要
書
類

融
資
あ
っ
せ
ん

駐
車
場
整

備
基
金
融
資
あ
っ
せ
ん
申

込
書

▽
建
設
資
金
計
画

書

▽
建
設
工
事
見
積一

▽
増
設
ま
た
は
、
建
替
の

場
合
は
既
存
の
駐
車
場
の

写
真
・
配
置
図
お
よ
び
平

面
図

▽
建
設
図
面
(
平

面
図
お
よ
び
立
面
図
)
 

▽
そ
の
他
必
要
書
類

利
子
補
給

融
資
あ
っ
せ
ん

と
同
様
の
書
類
と
、▽
駐

市
場
整
備
基
金
利
子
補
給

交
付
申
請
書

□
取
扱
い
金
融
機
関

区
内
の
都
市
銀
行
・
長
期

信
用
銀
行
・
信
託
銀
行

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
駐
車
場
対
策
 

豐
(
3
8
8
2
T
1
1
1
 

㈹

町
に
は
駐
車
場
が
必
要
な
自
動
車

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す

地域フォー ラム

( 区民 との意見交換会) 開催

新 基 本 構 想 中 間 の ま と め

足
立
区
基
本
構
想
審
議
会

で
、中
間
の
ま
と
め
を
行
い

ま
し
た
。こ
の
ま
と
め
に
つ

い
て
、区
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
伺
う
た
め
、地
域
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

下
表

問
合
せ
先

本
庁
党
千
住
)

・
基
本
構
想
担
当

豐
(
3
8
8
2
T
1
1
1
 

㈹
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本 庁 舎( 千 住) へ の お 問 い 合 わ せ は …

3882- 1111( 代)
本 庁 舎 以 外 へ の お 問 い 合 わ せ は
そ れ ぞ れ の 電 話 番 号( 緑 色) へ 。

福

祉

慰
労
品
の
請
求

が
で
き
ま
す

□
恩
給
欠
格
者
の
方

恩
給
法
上
の
旧
軍
人
軍
属
で

恩
給
等
を
受
給
す
る
権
利
の
な

い
方
の
う
ち
、
外
地
等
に
勤
務

し
た
こ
と
が
あ
り
、
在
職
年
数

が
加
算
年
を
含
め
3

年
以
上
あ

る
方
に
対
し
、
一

状
(
内
閣
総

理
大
臣
名
)
を

、
さ
ら
に
7
0
歳

以
上
の
方
に
は
高
齢
者
の
順
か

ら
銀
杯
を
贈
呈
し
て
い
ま
す

。

た
だ
し

、
次
の
方
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

▽
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援1

護
法
上
の
軍
属
(

雇
員
、
傭

人
、
工
員
等
)
お
よ
び
凖
軍

属
の
方

▽
舗
求
時
に
お
い
て
日
本
国
籍

を
有
さ
な
い
方

▽
恩
給
欠
格
者
の
遺
族
の
方

▽
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
地
域

に
強
制
抑
留
さ
れ
て
い
た
方

□
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
の
地
域
に

強
制
抑
留
さ
れ
て
い
た
方

戦
後
、
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ

ル
の
地
域
で
強
制
抑
留
さ
れ
、

日
本
に
帰
還
し
た
方
お
よ
び
そ

の
遺
族
に
対
し
て

、慰
労
品
(一

状
と
銀
杯
)

を
贈
呈
し
て
い
ま

す

。
さ
ら
に
恩
給
等
を
受
給
し

て
い
な
い
方
に
は
慰
労
金
1
0万

円
(
2
年
償
還
の
記
名
国
債
)

を
支
給
し
ま
す
。

ま
た
、
強
制
抑
留
中
や
帰
還

途
中
に
死
亡
さ
れ
た
方
の
遺
族

に
対
し
て
も
慰
労
品
(
一
状
と

銀
杯
)
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
'
&
の
方
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

▽
昭
和
6
3年
8
月
1
日
に
お
い

て
日
本
国
籍
を
有
さ
な
い
方

▽
抑
留
中
ま
た
は
帰
還
途
中
に

死
亡
さ
れ
た
方
の
遺
族
に
つ

い
て
は
、
平
成
元
年
9
月
1
　

日
に
お
い
て
日
本
国
籍
を
有

さ
な
い
方

請
求
方
法

請
求
S
を
平
和
祈

念
事
業
特
別
基
金
(
文
京
区

大
塚
5
-
3
-
1
3
)へ
送
付

請
求
書
交
付
場
所

本
庁
舎
・

♀
住
)
民
生
係

問
合
せ
先

平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金

▽
恩
給
欠
格
者
・
:

業
務
第
一
課

昔
(
3
9
4
　
5
)
4
7
0
4

▽
強
制
抑

留
者
・
:
業
務
第
二
課

豐

(
3
9
4
5
)
4
7
0
3

、

本
庁
舎
(
千
住
)
・
民
生
係

精
神
薄
弱
者
(
児
)
に

運
賃
割
引
制
度

愛
の
手
帳
を
お
持
ち
の
精
神

薄
弱
者
(
児
)

を
対
象
に
し
た
J
R

、私
鉄
、
バ
ス
、
航
空
、
夕

ク
シ
ー
等
の
交
通
機
関
の
運
賃

割
引
制
度
が
、1
2月
1

日
か
ら

全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す

。

割
引
率
な
ど
は
、
現
行
の
身

体
障
害
者
割
引
と
同
じ
で
す

。

利
用
に
あ
た
っ
て
は

、
愛
の

手
帳
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て

、

現
在
お
持
ち
の
手
帳
の
書
換
え

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
書
換
え

は

、1
0
月
2
1日
(

月
)
か
ら
、

管
轄
の
福
祉
事
務
所
、
児
童
相

談
所
、
東
京
都
心
身
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま

す

。
ご
希
望
の
方
は

、
愛
の
手

帳
を
持
参
の
上
、
お
申
し
出
く

だ
さ
い

。

問
合
せ
先

各
福
祉
事
務
所

(
表
1
)

ま
た
は

、
都
・
精

神
薄
弱
者
福
祉
課

酋
(
5
3
2
0
)
4
1
5
5

表1　 福 祉 事 務 所一 覧

教

育

就
学
時
健
康
診
断

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学

さ
れ
る
お
子
さ
ん
を
対
象
。

保
護
者
あ
て
の
通
知
書
は
1
0

月
中
旬
に
発
送
済
み
で
す
。
指

定
さ
れ
た
日
時
・
場
所
で
忘
れ

ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
区
立
小
学
校
に
入
学

を
希
望
す
る
外
国
人
の
方
で
、

ま
だ
入
学
申
請
の
手
続
き
を
し

て
い
な
い
方
は
、
印
か
ん
と
お

子
さ
ん
の
外
国
人
登
録
証
明一

(
手
帳
)
を
持
参
し
、
学
事
第

一
係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

保
健
給
食
係
ま
た
は
学
事
第

一
係

生
き
が
い
奨
励
金

区
で
は

、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
生
き
が
い
を
持
つ
と
と
も

に

、
生
涯
を
通
じ
て
自
ら
を
高

め
健
康
で
充
実
し
た
人
生
を
送

る
こ
と
、
ま
た
健
康
回
復
な
ど

を
目
的
と
し
て

、「
生
き
が
い
奨

励
金
」
を
支
給
し
て
い
ま
す

。

こ
の
制
度
は
、8
月
1
日
現

在
区
内
に
在
住
の
7
0
歳
～
7
4
歳

の
方
に
5

千
円

、7
5
歳
以
上
の

方
に
7

千
円
を
年
1

回
支
給
す

る
も
の
で
す
(
た
だ
し
所
得
に

よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
)
。

1
0月
上
旬
ま
で
に
口
座
で
申

し
込
ま
れ
た
方
に
は
、1
1
月
初

旬
、
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振
り

込
み
ま
し
た
の
で

、
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い

。

※
昨
年
す
で
に
・口
座
で
支
給
の

申
し
出
を
し
た
方
は
今
年
は
手

続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
出
書
を
提
出
し
て
い
な
い

方
、
昨
年
現
金
で
申
し
込
ま
れ

た
方
で
受
け
取
り
方
法
変
更
届

を

出
し
て
い
な
い
方
は

。
至

急
X
E

出
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)

。

生
涯
教
育
推
進
課

相

談

リ
ハ
ビ
リ

出
張
相
談

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士

こ
簒
語
療
法
士
・
看
護
婦
・
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

日
時

1
1
月
1
3
日
(
水
)
、午
前
　

1
0
時
～
正
午

場
所

保
筱
セ
ン
タ
ー

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

登
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

募

集

あ
だ
ち
ま
ち
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

ま
ち
づ
く
り
俳
句

親
子
彫
刻
教
室

□
「
ま
ち
づ
く
り
俳
句
」

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

投
句
数

―
人
2
句
以
内

※
s
募
者
の
創
作
し
た
未
発
表

の
も
の
。

応
募
方
法

(
ガ
キ
に
句
と
住

所
、
氏
名
、
年
齢
。電
話
番

号
を
明
記

応
募
期
限

1
1月
1
0日
消
印
有

効
選
者

山
崎
一
象
氏
(
足
立
俳

句
連
盟
会
長
)

賞

特
選
3
句

佳
作
1
0句

(入
賞
者
に
は
記
念
品
を
差

し
上
げ
ま
す
)

□
「
親
子
彫
刻
教
室
」

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
親
子
(
2
人
)

定
員

1
0
0
組
(
先
着
順
)

申
込
方
法

(

ガ
キ
ま
た
は

所
定
の
申
込

用

紙
に

住

所

、
親
子
の

氏
名
、
連
絡

先
を
明
記

申
込
期
限

H

月
1
5
日
必
着

日
時
・
場
所

H
月
2
3
日
　

(
祝
)
、午
前
　

1
0
時
4
5
分
～
　

午
後
3
時
4
5
　

分
、
予
寿
小

学
校
体
育
館

内
容

親
子
で

簡
単
な
素
材

で
彫
刻
絵
画

を
作

り

着

色
。
出
き
上

が
っ
た
も
の

は
お
持
ち
帰

り
く
だ
さ
い

-

い
ず
れ

も
-

申
込
・
問
合
せ

先

本
庁
舎

(
千
住
)
・
ま

ち

づ

く

り

課
、
〒
a
千
住
1
-
4
-
1
8

ま
た
は
、
ま
ち
づ
く
り
公
社

パ
ネ
ル
に
広
が
る

お
話
の
世
界

と
び
だ
せ

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
に
備
え
て
、
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
に
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
・
内
容
・
講
師
・
場
所

表
2
の
と
お
り

対
象

1
6歳
以
上
で
子
供
会
活

勳
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る

方
、
興
味
の
あ
る
方

費
用

材
料
費
実
費
負
担

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
所
定

の
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
担

当
係
へ
送
付

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舍

(千
住
)
・
青
少
年
係

〒
1
2
0
　

千
住
―
-
4
1
1
8

表2

※ いずれも　午後7時～9時

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
た
め
の

英
会
話
教
室

外
国
の
方
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

さ
せ
た
い
が
、
少
し
会
話
に
不

安
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
方
、

英
会
話
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。

対
象

区
内
在
住
の
方

日
時

H
月
2
5日
～
仞一
月
1
8日

の
毎
週
月
・
水
曜
日
(
全
8
　

回
)
、
午
前
1
0時
～
正
午

場
所

東
京
研
修
セ
ン
タ
ー
　

千
住
東
1
-
3
0
-―

定
員

2
0人
(
I
ク
ラ
ス
1
0人

で
2

ク
ラ
ス
制
)

受
講
料

千
5
0
0円

申
込
方
法

1
1
月
5
日
～
H
日
　

ま
で
電
話
ま
た
は
窓
口

申
込
・
問
合
せ
先

聯
国
際
観

善
協
会
(
区
役
所
仲
町
分
室
)

・
‘
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

9
2年
お
正
月
区
民

ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

お
正
月
を
白
銀
の
世
界
で
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

日
時

1
2月
3
0日
(
夜
T
1

月

4
日
(
朝
)
(
5

泊
6

日
、
卑

中
2
泊
)

場
所

妙
高
池
の
平
ス
キ
ー
場

定
員

8
0人
(
先
着
順
)

費
用

▽
大
人
・・・
6
万
2

千
円

▽
小
学
生
以
下
(

保
護
者
同

行
の
こ
と
)

…
5
万
7

千
円

※
昼
食
、
リ
フ
ト
代
は
各
自

。

支
払
方
法

郵
便
振
替
口
座
　

足
立
中
居
郵
便
局

東
京
2
　
1
1
7
4
1
6
2

、
足
立
区

ス
キ
ー
協
会

申
込
金

▽
大
人
・・・
3
万
2

千

円

▽
子
供
…
2
万
7

千
円

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
ス

キ
ー
協
会

堀
内
信
治

昔
(
3
8
8
2
)
7
7
8
9

4
.
5
坪
の
家
庭
菜
園

区
民
農
園
の

利
用
者
募
集

区
民
の
皆
さ
ん
に
、
野
菜
づ

く
り
を
通
し
て
、
土
や
緑
に
親

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
利
用

者
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

募
集
す
る
農
園

表
3
の
と
お

り
利
用
期
間

平
成
4
年
3
月
初

旬
～
平
成
5
年
2
月
下
旬

申
込
資
格

区
内
在
住
で
耕
作

地
が
な
く
、
園
芸
に
熱
意
の

あ
る
世
帯

利
用
条
件
等

▽
野
菜
や
草
花

の
栽
培
に
限
り
ま
す

▽
種

苗
や
肥
料
な
ど
は
自
己
負
担

で
す

▽
農
具
は
、
各
農
園

に
多
少
用
意
し
て
あ
り
ま
す

▽
水
道
、
ト
イ
レ
な
ど
は
あ

り
ま
す

運
営
費

5
千
円
(
返
還
し
ま

せ
ん
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
希

望
す
る
農
園
名
。世
帯
主
名
、

住
所
、
家
族
全
員
の
氏
名
・

年
齢
、電
話
番
号
を
明
記
(
返

信
用
(
ガ
キ
に
も
住
所
、
氏

名
を
記
入
の
こ
と
)
現
在
利

用
中
の
方
は
、
こ
れ
ま
で
の

区
画
番
号
も
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、6
0歳
以
上
の

方
が
利
用
す
る
世
帯
の
方

は
、「
老
人
コ
ー
ナ
ー
希
望
」

と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
(
一

般
よ
り
当
選
率
が
優
遇
さ
れ

ま
す
)

※
申
し
込
み
は
、
I
世
帯
1
通

に
限
り
ま
す
。

申
込
期
限

1
1月
2
2日
消
印
有

効
公
開
抽
選

1
2月
6
日
、
午
前

9
時
～
正
午
、
中
央
本
町
庁

舎
3
0
2
・
3
0
3会議
室

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
農
産
係

〒
跏
中
央

本
町
1
-
1
7
-―

合
(
3
8
8
0
)
5
1
1
8

表3　 募集する 区民 農園

税

金

年
末
調
整

の
説
明
会

区
と
税
務
署
で
は
、
年
末
調

整
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

給
与
関
係
事
務
を
担
当
す

る
方
は
。
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ

さ
い
。

な
お
、
車
で
の
'
」
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

表
4

の
と
お

り
問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

・
特
別
徴
収
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
0
9
1
　

足
立
税
務
署

さ
(
3
8
8
8
)
6
2
4
1
　

西
新
井
税
務
署

昔
(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

表4　 年末調整説明会会場

時間はいずれも　午後1: 30～4: 00

掲示
板

□
年
賀
は
が
き
発
売

発
売
日

H
月
1
日
(
金
)
か

ら
種
類

▽
無
地
…
4
1円

▽

愛
の
年
賀
・
:
4
1円

▽
全
国

版
1

冨
貴
…
4
6円

▽
全

国
版
2

松
竹
梅
・
:
4
6円

▽
東
京
版

江
戸
木
目
込
人

形
・・・
4
6円

≪
各
郵
便
局
≫

□
都
立
足
立
養
護
学
校
学
校

祭

日
時

▽
1
1
月
1
6
日
、
午
前
　

9
時
4
5
分
～
午
後
2
時
3
0
　

分
▽
1
1
月
1
7
日
、
午
前
　

9
時
4
5
分
～
午
後
2
時

場
所
・
問
合
せ
先

都
立
足

立
養
護
学
校

a
(
3
8
5
0
)
6
0
6
6

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

つ
く
ら
れ
た

部
落
差
別

( 2)

戦
国
時
代
、
豊
臣
秀
吉
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
刀
狩
り
や

検
地
は
、
武
士
と
農
民
の
身

分
を
固
定
化
す
る
目
的
を
も

っ
て
い
ま
し
た
。

つ
い
で
政
権
を
に
ぎ
っ
た

徳
川
家
康
は
、
江
戸
に
幕
府

を
開
き
、
政
権
の
長
期
安
定

を
は
か
る
た
め
に

、
身
分
制

度
を
強
化
し
ま
し
た
。
身
分

は
「
士
農
工
商

」
を
基
本
に
、

そ
の
下
に

「
人
問
外
の
人
」

と
し
て
賎
民
身
分
を
設
け
て

い
ま
し
た

。
当
時
の
人
口
の

約
7
%

の
武
士
は

、
支
配
階

級
と
し
て
最
高
の
身
分
に
位

置
づ
け
ら
れ
苗
字
帯
刀
が
許

さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

特
権
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し

、
封
建
体
制
を
支

え
た
の
は
、
総
人
口
の
約
8
5

%
を
占
め
る
農
民
に
課
さ
れ

た
年
貢
米
と
夫
役
(
賦
役
)

で
し
た
。農
民
は
「
お
百
姓
」

な
ど
と
呼
ぱ
れ
形
式
上
は
職

人
(
エ
)
や
商
人
(
商
)
の

上
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
生
活
は
、
非
常
に

苦
し
い
も
の
で
し
た
。

し
か
も
、
こ
の
身
分
は
、

親
子
代
々
に
受
け
継
が
さ
れ

身
分
や
職
業
を
変
え
る
こ
と

は
、
原
則
と
し
て
許
さ
れ
な

か
っ
た
の
で
す
。
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みんなの健康
足 立 保 健 所　　3855- 4151千 住 保 健 所　　3888- 4277

江 北 保 健 相 談 所　　3896- 4004東 和 保 健 相 談 所　　3606- 4171
中央 本町 保健相談 所 　　3880- 5351
本庁舎(千住)・保健予防係　　3882- 1111(代)

健

康

糖尿病!
予防も治療も
食事が決め手
4日～10日
糖尿 病 週 間

糖
尿
病
は
年
々
増
加
し
、
特

に
中
年
以
上
の
人
に
多
発
し
て

い
ま
す
。

こ
の
病
気
の
初
期
は
、
自
覚

足
状
が
な
く
、
早
期
発
見
に
は
、

定
期
健
康
診
査
が
重
要
な
鍵
と

な
り
ま
す
。
糖
尿
病
は
、
ほ
う

っ
て
お
く
と
、
血
管
合
併
症
を

ひ
き
お
こ
し
ま
す
。
脳
本
中
、

失
明
の
原
因
に
な
る
網
膜
症
、

心
筋
梗
塞
、
腎
症
、
手
足
が
く

さ
っ
て
く
る
エ
ソ
な
ど
で
す
。

糖
尿
病
の
予
防
や
治
療
で
土

台
と
な
る
の
は
、
食
事
で
す
。

現
在
、
食
事
療
法
を
心
が
け

て
い
る
方
、
次
の
よ
う
な
誤
ま

っ
た
情
報
に
ま
ど
わ
さ
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
果
物
な
ら
、
た
く
さ
ん
食
べ

て
も
よ
い

▽
ご
飯
は
よ
く
な
い
が
、
パ
ン

な
ら
よ
い

▽
甘
い
も
の
を
食
べ
た
ら
、
辛

い
も
の
を
食
べ
れ
ば
よ
い

▽
日
本
酒
や
ビ
ー
ル
は
悪
い
が

ウ
ィ
ス
キ
ー
な
ら
よ
い

▽
1

日
2

食
の
方
が
よ
い

保
健
所
、保
健
相
談
所
で
は
、

管
理
栄
養
士
が
食
事
に
関
す
る

ご
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
電

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

乳
が
ん
、

子
宮
が
ん
か
ら

身
を
守
ろ
う

ガ
ン
予
防
の
知
識
を
深
め
、

ガ
ン
か
ら
身
を
守
る
方
法
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う

日
時

1
1
月
D
一
日
(
火
)
、正
午
　
～

午
後
3
時

場
所

中
央
本
町
保
健
相
談
所

内
容

乳
ガ
ン
の
予
防
法
、
子

宮
ガ
ン
検
診

講
師

藤
勇
二
氏
(
荐
慈
会
記

念
病
院
外
科
部
長
)

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
先

中
央
本
町
保
健
相
談

所
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

健
康
教
室

ぼ
け
な
い
た
め

の
健
康
づ
く
り

日
時

1
1
月
2
0
・
2
6
日
、1
2
月
　

4
日
、午
後
1
時
3
0
分
～
4
　

時
3
0分

場
所

足
立
保
健
所
講
堂

対
象

区
内
在
住
の
方

内
容
・
講
師

▽
1
日
目
・
:き

ょ
う
か
ら
始
め
る
ボ
ケ
予
防

講
師

長
田
久
雄
氏
(
都
立

医
療
技
術
短
期
大
学
)

▽
2
日
目
・・・
ボ
ケ
な
い
た
め

の
食
生
活
プ
ラ
ン

講
師
　

葛
木
み
ど
り
氏
(
東
京
文
化

短
期
大
学
)

▽
3
日
目
・・・
歯
の
長
生
き
・

あ
な
た
の
長
生
き

講
師
　

松
久
保
隆
氏
(

東
京
歯
科
大

学
衛
生
学
講
座
助
教
授
)

定
員

5
0人
(

先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

慢
性
肝
炎
講
演
会

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

療
法
に
つ
い
て

日
時

1
2月
1
8日
(
水
)
、午
捨

2
時
3
0分
～
5
時

対
象

慢
性
肝
炎
の
方
と
そ
の

家
族

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

足

立
保
健
所

霤
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

は

つ

ら

つ

ど
ん
ど
ん
ま
つ
り

。の
ぞ
い
て
ご
ら
ん
、
保
健

相
談
所
の
秋
祭
り

‘

日
時

1
1月
1
8日
(
月
)
、
午
前

9
時
～
午
後
3
時

講
演

「
脱
H
閉
じ
こ
も
り
症

侯
群
」-
笑
顔
を
求
め
て
、

街
に
出
よ
う
I
(
午
前
1
0
時
　
～

正
午
)

講
師

竹
内
孝
仁
氏
(
日
本
医

科
大
学
教
授
)

定
員

5
0人
(
電
話
予
約
)

そ
の
他

模
擬
店
、も
ち
つ
き
、

リ
ズ
ム
体
操
(
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
)
な
ど

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

中

央
本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

ヘ
ル
シ
ー

ミ
ド
ル
講
座

女
性
の
健
康
教
室

日

時

▽
1
1
月
2
7
日
(
水
)
、午

後
1

時
3
0分
～
4

時

▽
1
1
　

月
2
9
日
(
金
)
、午
後
2

時
3
0
　

分
～
4

時

場
所

東
和
保
健
相
談
所

対
象

区
内
在
住
の
方

内
容

▽
1
日
目
①
テ
ー
マ
・・・

「
あ
な
た
も
囗
も
と
美
人
に
」

-
講
師

吉
田
万
三
氏
(

蒲

原
歯
科
診
療
所
所
長
)

②
テ

ー
マ
…
「
ヘ
ル
シ
ー
食
生
活
・

上
手
に
食
べ
て
体
の
中
か
ら

美
し
く
」-

講
師

萬
木
み

ど
り
氏
(
東
京
文
化
短
期
大

学
)

▽
2
日
目
…
テ
ー
マ
「
ス
ト

レ
ス
と
更
年
期
を
乗
り
越
え

る
」-

講
師

鴨
下
一
郎
氏

(
日
比
谷
国
際
ク
リ
ニ
ッ
ク

心
療
内
科
医
)

定
員

5
0人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

東
和
保
健

相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

年

金

1
1月
6
日
か
ら
1
2

日
ま
で

「
年
金
週
間
」

「
年
金
週
間
」
は
、
年
金
制

度
の
役
割
を
あ
ら
た
め
て
見
つ

め
直
す
良
い
機
会
で
す
。

ご
自
分
の
『
ね
ん
き
ん
』
に

つ
い
て
、
受
給
資
格
の
有
無
を

含
め
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

区
で
は
、1
1月
6
日
(
水
)に

「
ね
ん
き
ん
相
談
」
を
行
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

保
険
料
は

年
末
調
整
の

所
得
控
除
対
象

と
な
り
ま
す

国
民
年
金
の
加
入
者
が
納
付

し
た
保
険
料
は
、
そ
の
金
額
が

『
社
会
保
険
料
控
除
』
の
対
象

と
な
り

、
所
得
税
・
住
民
税
が

軽
減
さ
れ
ま
す

。

ま
た

、
現
在
国
民
年
金
の
第
3

号
被
保
険
者
と
な
っ
て
い
る

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
の
う
ち

、

今
年
、
第
1
号
被
保
険
者
と
し

て
自
分
で
保
険
料
を
納
付
し
た

方
は
、
納
付
し
た
保
険
料
の
金

額
を
、
夫
が
年
末
調
整
の
際
に

提
出
す
る

『
保
険
料
控
除
申
告

書
』
に
記
入
す
れ
ば
控
除
さ
れ

ま
す
。

忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い

。

な
お
、
今
年
4
月
か
ら
発
足

し
た
国
民
年
金
基
金
の
掛
金
に

つ
い
て
も
全
額

「
社
会
保
険
料

控
除

」
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
加
入
さ
れ
た

各
国
民
年
金
基
金
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

6
0歳
の
説
明
会

年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給

手
続
き
に
つ
い
て
、6
0歳
を
迎

え
た
方
を
対
象
に
、
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

日
時

H
月
2
2日
(
金
)
、午
前

1
0時
と
午
後
2
時
の
2
回

場
所

中
央
本
町
庁
舎
3
階
会

議
室

対
象

昭
和
6
年
1
2
月
2
日
～
　

7
年
1
月
1
日
生
ま
れ
の
方

※
対
象
者
に
は
、
別
に
通
知
し

ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

S
民
年
金
課
適
用
係

a
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

今
月
は
老
齢

福
祉
年
金
の

支
払
い
月
で
す

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い

る
方
は
、1
1月
1
1日
(
月
)
か

ら
指
定
の
郵
便
局
で
支
払
い
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

郵
便
局
へ
持
参
す
る
も
の

▽

年
金
証
書
(
緑
色
の
手
帳
)
　

▽
印
か
ん

▽
代
理
人
が
支

払
い
を
受
け
る
と
き
は
、
代

理
人
の
印
か
ん

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
屎
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
g
}

生
活
環
境

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

こ
の
た
び
。
次
の
地
域
の
水

洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

に
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工

事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

表
5
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
菅
分

室
(
3
6
0
2
)
8
8
2
2
　

な
お
、
水
洗
化
工
事
費
の
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま

す
。
工
事
前
に
申
請
し
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
調
整
課
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表5　 水洗化可能区域

放
置
自
転
車
は

午
後
も
撤
去

し
て
い
ま
す

区
内
各
駅
周
辺
3
0
0
m以
内

は
、
自
転
車
の
放
置
禁
止
区
城

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
区
域

に
放
置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
は

区
が
撤
去
し
、
各
駅
ご
と
に
決

め
ら
れ
た
自
転
車
移
送
所
に
運

び
、
保
管
し
て
い
ま
す
。

早
朝
の
時
間
帯
の
放
置
自
転

車
は
大
幅
に
減
少
し
て
き
て
い

ま
す
が
、日
中
で
の
放
置
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。
区
で
は
、
今

年
4
月
か
ら
午
後
の
撤
去
も
行

っ
て
い
ま
す
。

自
転
車
を
利
用
す
る
場
合

は
。
自
転
車
駐
車
場
や
決
め
ら

れ
た
自
転
車
置
場
に
置
い
て
く

だ
さ
い
。

駅
に
近
い
方
は
で
き
る
だ
け

歩
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
撤
去
自
転
車
は
、
返
還
時
に

撤
去
料
2
千
円
を
徴
収
し
ま

す
。
撤
去
後
2
ヵ
月
を
経
過
し

た
撤
去
自
転
車
は
、
処
分
し
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

自
転
車
対
策
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

都
市
計
画
の
案

を
縦
覧
し
ま
す

都
と
区
で
は

、
次
の
都
市
計

画
の
案
を
縦
覧
し
ま
す

。
こ
の

内
容
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る
方

は
、
縦
覧
期
間
中
に
都
知
事
に

対
し

、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す

。

□
東
京
都
市
計
画
下
水
道
(

隅

田
川
幹
線
)
の
変
更

区
域

千
住
曙
町
(
起
点
)
、
千

住
関
屋
町
、千
住
東
一
丁
目

、

千
住
河
原
町
、千
住
仲
町
、千

住
宮
元
町
、千
住
緑
町
二
・
三

丁
目

、千
住
龍
田
町

。千
住
元

町
、千
住
桜
木

丁

二
丁
目

(終
点
)
各
地
内
の
補
助
線
街

路
一
〇
〇
号
ニ

ー
九
号
線
下

縦
覧
・
意
見
書
の
提
出
期
間

1
1月
6
日
～
2
0日

縦
覧
場
所

都
・
都
市
計
画
局

相
談
情
報
課
ま
た
は
区
・
本

庁
舎
(
千
住
)
・
都
市
計
画

課
意
見
書
の
提
出
先

都
・
都

市
計
画
局
都
市
計
画
課

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)

・
都
市
計
画
係

世
論
調
査
を

行

い
ま
す

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
高
度

筒
報
化
に
関
し
て
で
す
。

調
査
は
、
区
が
委
託
し
た

調
査
会
社
の
専
門
調
査
員
が

お
宅
を
訪
問
し
。
質
問
紙
を

配
布
し
て
行
い
ま
す
。
数
日

後
、
回
答
し
て
い
た
だ
い
た

質
問
紙
を
回
収
す
る
た
め

に
、
調
査
員
が
再
度
お
宅
に

お
伺
い
し
ま
す
。

結
果
は
統
計
的
に
数
字
で

処
理
し
ま
す
の
で
、
個
人
の

名
前
が
出
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

調
査
対
象

住
民
基
本
台
帳

か
ら
無
作
為
に
選
ん
だ
1
6
　

歳
以
上
7
0歳
未
満
の
区
民

1
千
人

調
査
方
法

訪
問
留
置
法

調
査
期
間

1
1月
7
日
1
2
4

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)

・
広
聴
相
談
担
当
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あ
い
あ
い
公
社

福
祉
機
器
展
を
開
催

あ
い
あ
い
公
社
で
は
、日
常

の
生
活
に
役
立
つ
福
祉
機
器
、

介
護
用
器
の
展
示
会
を
閧
催
し

ま
す
。
ま
た
、
介
護
教
室
、
講

演
会
も
同
時
に
行
い
ま
す
。
入

場
は
無
料
で
す
。

□
機
器
展
示

日
時

い
(
月
1
9
1
7
日
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
4
時

□
介
護
教
室

日
時

1
1
J
月
1
6
日
、午
後
1
時
　

3
0
分
～
3
時
3
0
分

講
師

齊
藤
い
し
氏
(

都
立
駒

込
病
院
外
来
相
談
)

□
講
演
会

日
時

1
1月

1
7日

、
午
前
1
1
時

～
正
午

演
題

手
軽
に
で
き
る
健
康
法

講
師

梅
田
弘
氏
(
梅
田
整
形

外
科
医
院
長
)

-

い
ず
れ
も
-

場
所

勦
労
福
祉
会
館
(
綾
瀬

プ
ル
ミ
エ
内
)

綬
瀬
1
-
　
3
4
1
7

申
込
方
法

当
日
直
接
会
場
へ

問
合
せ
先

あ
い
あ
い
公
社
　

魯
(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

あいあい公社介護講座

「家 庭介護のコ ツ」

あ
い
あ
い
公
社
で
は
、
区
民

の
皆
さ
ん
が
家
庭
で
の
介
護
に

理
解
と
関
心
を
深
め
、
ご
家
庭

や
地
域
で
役
立
て
て
い
た
だ
け

る
よ
う
介
護
講
座
を
閧
催
し
ま

す
。

日
時

1
2月
2
、4
、6
日
、

午
後
2
時
～
4
時
3
0
分

場
所

竹
の
蹶
セ
ン
タ
ー
3
階

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

対
象

1
8歳
以
上
の
健
康
な
区

民
の
方
で
、
3
日
間
と
も
受

講
で
き
る
方

講
師

齊
藤
い
し
氏
(
都
立
駒

込
病
院
外
来
相
談
)

定
員

4
0人
(
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
)

費
用

無
料

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に

、

住
所

、
氏
名

、
年
齢
、
職
業

電
話
番
号
、
「
介
護
特
別
講

座
」
と
明
記

申
込
期
限

‥‥
(月
1
5日
(

金
)
　

必
着

申
込
・
問
合
せ
先

あ
い
あ
い

公
社

〒
1
2
3西
新
#
2
1
H
　

豐
(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

ご利用 ください

日 光・塩 原 林間 学 園

日
光
と
塩
原
の
林
間
学
園
を

一
般
閧
放
し
ま
す

。、ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い

。

開
放
期
間

平
成
4
年
1

月
5

日
～
3
月
3
0
日
泊

対
象

代
表
者
が
区
内
在
住
・

在
動
の
2
人
以
上
の
ク
ル
ー

プ
(
未
成
年
の
み
の
利
用
は

で
き
ま
せ
ん
)

利
用
料
金

▽
使
用
料

大
人

千
3
0
0円

、
子
ど
も
瞋
円

▽

食
事
料

大
人
千
7
0
0円

。
子

ど
も
8
0
0円

※
昼
食
沺
円
は
希
望
者
の
み
用

意
し
ま
す

。

申
込
方
法

1
1月
1
5
日
(
金
)
、

午
前
9

時
か
ら
電
話
予
約
受

付
(
利
用
日
の
5

日
前
ま
で

は
申
し
込
み
可
能
で
す
)
　

な
お

、1
1
(月1
6
日
～
1
2
月
2
6

日
泊
は

、
ま
だ
空
室
が
あ
り
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ

先

本
庁
舎

♀

住
)
・
校
外
学
園
係

昔
(
3
8
8
2
T
I
I
I

㈹

観 光 の 拠 点 に 便 利 で す

情
報 コ ー ナ ー

世 帯 と 人 口　( 3年10月1日現 在)
世 帯　250, 563
人 口　644, 506 人

男　327, 598 人
女　316, 906 人

青 年 セ ンタ ー の 催 し
応 援 し ま す あ な た の 子 育て

□ 子 育 て講 座
子 育て に関 す る 講演 会で す 。

日 時 11月13日( 水) 、午前10時～正　
午

場 所 青 年 セン タ ー
内容 絵 本 と読 み 聞か せ
講 師 桜井 美紀 氏( 立 教大 学 講師)
定 員 80人

□ 子 育 てサ ロ ン
子 育て 仲 間 と自 由なお し ゃべり と

相談 がで き る サロン で す。
日 時 11月20日( 水) 、午前10時～正　

午
い ず れも

費用 無料
申 込 方 法 当 日直 接会 場 へ
※ 保 育し ま す( 保 険料 自己 負 担) 。
申 込 ・ 問合 せ 先 青年 セン タ ー

S3890- 0061

□ 子 育て サロ ン- 花 畑 会場
日時 11月14・21・28日、午前1〔X玲　～

正午( 1 回 だけ の 参加 も可)
場 所 花 畑セ ンタ ー
定員 30人( 子 どもも 同 伴で き ます)
申 込 方法 電 話 また は 所定 の申 込 書
申 込 ・問 合 せ先 青 年 セン タ ー

03890 ―0061

国 際 交流 イ ベ ント スタ ッ フ 募 集

平 成4 年2 月22、23 日に 予定し て
いる 国 際交 流イ ベン ト のス タ ッフを
募集し てい ます 。
会 合 日 時 n月12日から月2回程　

度、午後7時～9時
テ ーマ ア ジア の中 の 日 本
内 容 イベ ント の 企画 、当 日 の運 営

など
申 込方 法 電 話
申 込・問 合 せ先 青年 セン タ ー

03890 ―0061

女 性フェスティバ ル' 91あだ ち
日 時 Oi l 月16　

日( 土) 、午1変　
12時30分～7　
時▽ 11月17　
日( 日) 、午前　
1叩寺～午後5　
1寿30 分

場 所 エ ル ・ ソ
フ ィ ア

テ ー マ 21世 紀
の 光 と 風 の 中
へ … 「 く ら し
の 中 か ら 地 球
環 境 を 考 え よ
う 」

内 容 左 表 の と
お り

問 合 せ 先 女 性
総 合 セ ン タ ー
03880 ―5222

女性総合センターの催し
あ だ ち 女 性 大 学 公 開 講座

- 時 代を つく る= 女 ・男 ・ わた し-

作家 とし てユ ニー ク な目 で時 代を
とらえ 、描い てき た 神 津カン ナさ ん 。
人 間 とし て 、女 性とし てこ れ から の
時 代 を 切り ひら く 生 き 方 を 考 え ま
す 。
日 時 11月26日( 火) 、午後6時45分　～

8 時30 分
対 象 区 内 在住 、在 勤 、在 学の 方
ゲ ス ト 神 津カ ン ナ氏( 作 家)
定 員 200人( 抽 選)
※ 2 歳 から 学齢 前の お 子さ んを お 預
かりし ます 。申 込ハ ガ キに お 子さ ん
の名 前、生年 月 日をお 書き くださ い 。
申 込 方法 往復 ハガ キ に住 所、氏 名。

年 齢、職業 、電 話 番 号、F女性 大 学
公 開講 座 」と 明記

申 込 期限 11月18 日必 着

男 性 改 造 講 座 公開 フ ォ ー ラ ム
- ' 90年 代 恋愛 の ゆく え-

男 女の 意 識や 生き 方 の差 が縮 ま り
よ り 人間 とし て 自由 な か かわり あ い
ができ る現 代。し かし 深く 付き 合う

こ と を 拒 ん だ り 三゙ 高 、、 の よ う に 心
の つ な が り よ り も 形 式 を 求 め る 条゙
件 恋 愛 。 現 象 も 見 ら れ ま す 。 人 と 人
と の 豊 か な か か わ り を 恋 愛 を 軸 に し
て 考 え る フ ォ ー ラ ム で す 。 ど な た で

も 参 加 で き ま す 。
日 時 11月14日( 木) 、午後6時30分　～

9 時
ゲ ス ト 河 野 貴 代 美 氏( フ ェ ミ ニ

ス ト カ ウ ン セ ラ ー) 冫 宮 淑 子 氏

( フ リ ー ジ ャ ー ナ リ ス ト) [ > 伊 藤
悟 氏( 予 備 校 講 師)

定 員 6( )人( 先 着 順)
申 込 方 法 電 話 ま た は ハ ガ キ

女 の フリ ー スペ ー ス
- 私 の 見て きた タ イ・ イン ド ネシ ア

今 秋、 東 京 都女性 藝 外視 察団 の一
員とし て タ イ・ イン ド ネシ アを 訪問
し た 区 内在 住の 永井 操 子さ んに 、 歩
き 、 見 て、 感じ たこ と をお 話し てい
ただ き ます 。男 性 の参 加もお 待 ちし
てい ま す。
日時 11月22日( 金) 、午後6時30分　～

8BR30
申込 方 法 電 話 ま たは 直接窓 口

い ず れも
費用 無料
場所 ・申 込 ・問 合 せ先 女 性 総合 セ

ン タ ー( 〒123 梅 田7―30―1エ ル・
ソ フ ィア 内03880 ―5222)

大道芸で知ろ う
「子ど もの権利条約 」

や さし い 言葉 で 「子 ども の 権利
条 約」 を説明 し ま す。
日時 11月9 日( 土) 、午 後2 時30　

分
講師 名取弘 文 氏( 小学 校 教諭)
場 所・ 問合 せ先 東伊 興 児童 館

03897 ―2225

郷土芸能を
ご鑑賞ください

懷し い お゙ は やし 。 が今 、 人々
の胸 に よみが えり ます 。
日 時 11月10日( 日) 。午前11時 開

演
場 所 竹の筱 セン タ ー
問 合 せ 先 郷 土 博物 館

03620 ―9393

' 91じどうか んまつり

あ そび 大好 き 、 みん な集 まれx
日 時 11月17日( 日) 、午前10時～　

午 後3 時30 分( 雨 天中 止)
場所 元 溯江 公 園( 入 場無 料)
内容 [ >ゲ ーム 「ウ ォ ーリ ーを さ

が せ」 し>つ なひ き 大会 し>作
ろう コ ー ナー など

問合 せ先 中 央 本町 庁 舎 ・住区 施
設 課事業 係03880 ―5181

わく わく スーパ ーウ ォー ク

= 東京湾 まで歩こう=
日 時 11月17日( 日) 、午 前8 時30　

分( 小 雨決 行 ・雨 天中 止)
集 合場 所 荒 川河 川 敷「虹の 広 場」
費 用 大 人100円 、 子ども 無 料
コ ー ス 千住新橋～葛西臨海公園　

条勺20hs
申 込 方法 当 日現 地受 付
問 合 せ先 足 立区 山 岳 禅盟 事 務所

・ 荒川03889 ―8000

11月の安売りデ ー
青果 物 11月20 日( 水) ・‥ 黄緑 の ノ

ボ リの あ る店
魚 11月15 日( 金) ・・・青い ノ ポリ の

あ る辺
主 催 レ 東京 都 青果 物 商業 協同 組 合

千 住 ・西新 井 ・綾 瀬支 部 冫 関 東
水 産物 商業 協同 組 合 西新 井 ・千 住
支 部

後援 足 立 区
RECYCLE PAPER
- 森 林 資 源 を 大 切 に-

S. I . 　259, 000


